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腫瘍とは？

 ある単一クローンの自律的増殖
 異型性を示す（組織異型、細胞異型）

リンパ腫の診断方法

 細胞診断
 組織診断
 免疫組織化学的解析
 遺伝子クローナリティ解析（IgHとTCR）

Department of Veterinary Pathology

動物のリンパ腫分類

• 新Keil分類

リンパ腫をT・NK/B細胞性と細胞形態的に（High grade
とLow grade)に分類。

simpleな分類で臨床的に理解しやすい。

• WHO分類

リンパ腫をその疾患の特徴、組織学的特徴、細胞表面抗原
の特徴等を加味してB/T・NK細胞別に分類。

疾患の体系化に利用するリストとして有用。

Department of Veterinary Pathology

反応性過形成 高悪性度リンパ腫

リンパ節の細胞診：腫瘍と非腫瘍

正常

ライトギムザ染色 X1,000

スライド提供 辻本 元教授

http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
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B cell

T cell

Low High

Ｂ細胞性リンパ腫

Department of Veterinary Pathology

WHO腫瘍分類

前駆B細胞性腫瘍
B細胞性リンパ芽球性白血病／リンパ腫

成熟B細胞性腫瘍
B細胞性慢性リンパ球性白血病／リンパ腫
B細胞性リンパ球性リンパ腫中間型（LLI）
リンパ形質細胞性リンパ腫（LPL）
濾胞型リンパ腫
マントル細胞リンパ腫
濾胞中心細胞性リンパ腫I
濾胞中心細胞性リンパ腫II
濾胞中心細胞性リンパ腫III
（リンパ）節性辺縁帯リンパ腫
脾臓辺縁帯リンパ腫

（リンパ）節外MALT随伴辺縁帯リンパ腫
有毛細胞白血病

形質細胞性腫瘍
低悪性形質細胞腫
退形成（悪性）形質細胞腫
形質細胞性骨髄腫

大型B細胞性リンパ腫
T cell rich Bリンパ腫
大細胞性免疫芽球性リンパ腫
びまん性大型B細胞性リンパ腫
胸腺Bリンパ腫（縦隔Bリンパ腫）
血管内大細胞Bリンパ腫

バーキット型リンパ腫
バーキット型高グレードBリンパ腫

http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
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WHO腫瘍分類と細胞診断所見の関係

Pro B Pre B 

Pro T/NK 

Pre NK 

Pre T 

Stem cell B/T/NK  Stem

Myeloid Stem

Immature B 

遺
伝
子
再
構
成

Thymus 

Mature T 

Mature NK 

Mature B 

Bone marrow 

Lymph nodes
Spleen
MALTs

Lymphoid follicle T-zone

・クラススイッチ
・体細胞変異

Plasma cell 

リンパ球・NK細胞の分化模式図
(主にB細胞）

リンパ節皮質（リンパ2次濾胞）の組織構造

Germinal Center

Mantle Zone

Marginal Zone

Para-cortex
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成熟B細胞性腫瘍
B細胞性慢性リンパ球性白血病／リンパ腫
B細胞性リンパ球性リンパ腫中間型（LLI）
リンパ形質細胞性リンパ腫（LPL）

濾胞型リンパ腫
マントル細胞リンパ腫

濾胞中心細胞性リンパ腫III
濾胞中心細胞性リンパ腫II
濾胞中心細胞性リンパ腫I

（リンパ）節性辺縁帯リンパ腫
脾臓辺縁帯リンパ腫

（リンパ）節外MALT随伴辺縁帯リンパ腫

有毛細胞白血病

動物のＢ細胞性リンパ腫の分類

MtZ

GCD

GCC

MrgZ

成熟B細胞性腫瘍
（リンパ）節性辺縁帯リンパ腫
脾臓辺縁帯リンパ腫
（リンパ）節外MALT随伴辺縁帯リンパ腫

イヌの十二指腸。MALT随伴辺縁帯リンパ腫

新キール分類 低グレード

B細胞、脾臓辺縁帯リンパ腫

犬、13歳、♂

B細胞、脾臓辺縁帯リンパ腫（Low）
成熟B細胞性腫瘍 新キール分類 低グレード
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脾臓辺縁帯リンパ腫

CD20 CD３

新キール分類 低グレード

14

 核の大きさ：赤血球直径 x1.5~2

 細胞の大きさ：好中球と同程度

 中央に１つの核小体

WHO組織分類：節性濾胞辺縁帯リンパ腫 (N-MZL)

典型的な細胞診所見：Macronucleolated medium-sized cell (MMC)

ライトギムザ染色 X1,000スライド提供 辻本 元教授

B細胞、濾胞中心性リンパ腫（Low/High）

シーズー、13歳、♀、脾臓

濾胞（中心細胞性）リンパ腫（III）脾臓 新キール分類 低+高グレード
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濾胞中心性リンパ腫

犬

濾胞中心性リンパ腫（グレードⅡ）

濾胞中心性リンパ腫（グレードⅢ）

B細胞、濾胞中心性リンパ腫（Low/High）B細胞、濾胞中心性リンパ腫（Low/High）濾胞（中心細胞性）リンパ腫 脾臓 新キール分類 低+高グレード

濾胞（中心細胞性）リンパ腫（III） 新キール分類 高グレード

形質細胞性腫瘍
低悪性形質細胞腫
退形成（悪性）形質細胞腫
形質細胞性骨髄腫

大細胞Bリンパ腫
T cell rich Bリンパ腫(LG?)
大細胞免疫芽球性リンパ腫
びまん性大細胞型Bリンパ腫
(Cleaved/non-cleaved）

胸腺Bリンパ腫（縦隔Bリンパ腫）
血管内大細胞Bリンパ腫

バーキット型リンパ腫
バーキット様高グレードBリンパ腫

動物のＢ細胞性リンパ腫の分類 II

GCD

GCC

Med

新キール分類 高グレード
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びまん型大細胞Bリンパ腫(DLBC, Cleaved/non-cleaved）

新キール分類 高グレード

20ライトギムザ染色 X1,000

 核の大きさ >赤血球直径 x 2

 細胞の大きさ ＞好中球

 クロマチン凝集(-), 核小体複数辺縁

 細胞質好塩基性, ゴルジ野, LGB

WHO組織分類：びまん性大細胞型B細胞リンパ腫 (DLBCL)
典型的な細胞診所見：Centroblastic, 胚中心芽細胞型

スライド提供 辻本 元教授

びまん型大細胞Bリンパ腫(DLBC, non-cleaved）
新キール分類 高グレード



2018/2/23

8

形質細胞性腫瘍
低悪性形質細胞腫
退形成（悪性）形質細胞腫
形質細胞性骨髄腫

大細胞Bリンパ腫
T cell rich Bリンパ腫(LG?)
大細胞性免疫芽球性リンパ腫
びまん型大細胞Bリンパ腫
(Cleaved/non-cleaved）

胸腺Bリンパ腫（縦隔Bリンパ腫）
血管内大細胞Bリンパ腫

バーキット型リンパ腫
バーキット様高グレードBリンパ腫

動物のＢ細胞性リンパ腫の分類 II

GCD

GCC

Med

新キール分類 高グレード

T cell rich Bリンパ腫(LG?)
血管内大細胞Bリンパ腫
バーキット様高グレードBリンパ腫

イヌの肺腫瘤：組織学的にはlymphomatoid granulomatosisと診断された。
・本腫瘍はWHO分類では項目化されていないが、細胞構成上の特徴よりB細胞性腫瘍
であるT cell rich B cell lymphomaとT細胞性腫瘍であるAngiocentric lymphoma
で類似性が紹介されている。ヒトの類似疾患はB細胞性腫瘍に分類される。同腫瘍は
血管壁向性をしめす。また、→で示すような組織球様の大型不整形で淡明で核小体明
瞭な組織球様細胞が成熟リンパ球に混在して認められる。

新キール分類 高グレード

T cell rich Bリンパ腫(LG?)
血管内大細胞Bリンパ腫
バーキット様高グレードBリンパ腫

イヌの血管内大細胞Bリンパ腫の肺血管病変。肺の血管内に非常に大型の円形～不
整形細胞の増殖が認められる。同疾患は悪性血管内皮症と呼ばれたが細胞表面抗原
の検索によりB細胞大細胞性リンパ腫に分類される。

新キール分類 高グレード
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T cell rich Bリンパ腫(LG?)
血管内大細胞Bリンパ腫
バーキット様高グレードBリンパ腫

イヌの血管内大細胞Bリンパ腫の脊髄病変。硬膜および脊髄実質血管内に非常に大
型の円形～不整形細胞の増殖が認められる。

新キール分類 高グレード

バーキット様高グレードBリンパ腫

ヒトでは、Epstein –Barr virus (EBV)関連のB細胞性腫瘍とされ、AIDS患者や
マラリア患者に好発する。またC-myc遺伝子異常を伴う。細胞的には中間サイズ
のB細胞性リンパ腫で、きわめて増殖活性が高く殆どの細胞がKi-67陽性となる。
組織学的には高率にスターリー・スカイ像が見られる。
動物では、low gradeとHigh gradeの中間的サイズの細胞が増殖腫瘍で、高率
にスターリー・スカイ像が見られる。臨床的には急性に進行する腫瘍として分類
される。

ヒトのバーキットリンパ腫
岡山大学大学院医歯学総合研究科 病理・病態学専
攻 吉野 正 原図

動物のバーキット様リンパ腫
動物腫瘍WHO分類（AFIP出版）

新キール分類 未分類

その他の腫瘍
肥満細胞腫瘍
ホジキン様リンパ腫
胸腺腫
胸腺癌（悪性胸腺腫）
骨髄脂肪腫
悪性線維性組織球腫

良性リンパ増殖性疾患
濾胞性リンパ性過形成
非定形濾胞性リンパ性過形成
傍皮質性リンパ性過形成

ホジキン様リンパ腫
ヒトのホジキン・リンパ腫に類似する単核で明瞭な大型核小体をもつホジキン細胞
や鏡像を示す2核細胞（挿入図）あるいはリード・ステルンベルグ細胞様の多核細
胞の出現を特徴とする。ヒトではEBV関連のB細胞性腫瘍と考えられている。
動物WHO分類では精査によりT cell rich Bリンパ腫に分類される症例が殆どでは
ないかと提唱されている。

ネコのホジキン様リンパ腫の組織所見。

新キール分類 未分類
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Hodgkin-like lymphoma （ネコ、５歳、FeLV+ FIV+）

BLA36 CD20

FeLVpax5

Hodgkin’s cell様

Reed Sternberg cell様

popcorn cell

前駆B細胞性腫瘍

B細胞性リンパ芽球性白血病／リンパ腫

イヌ、急性B細胞性白血病（CD10陽性）でみられた眼球突出（左）。右は同部組織像

新キール分類 高グレード
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前駆B細胞性腫瘍 ：B細胞性リンパ芽球性リンパ腫／白血病

引用Dako

by  DakoCyotmation, CO, LTD,  BioMedical
Science Department

B Cell lineage markers

Pax5

TdT (terminal deoxynucleotidyl transferase）DNA合成酵素の一種

P14-7119

猫（スコティッシュフォールド）
2歳、去勢♂

【症状】
眼脂の増加、瞬膜突出、
脳内腫瘤病変（MRI）、体表リンパ節腫脹

【病理診断】
腫脹リンパ節、末梢血液の細胞診
・・・白血化を伴う高グレードリンパ腫

剖検
・・・B細胞性リンパ芽球性リンパ腫、白血化

B細胞、リンパ芽球性リンパ腫（High）
B細胞性リンパ芽球性リンパ腫/白血病

新キール分類 高グレード
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B細胞性リンパ芽球性リンパ腫（High）

膝下リンパ節 末梢血液

免疫グロブリン重鎖 (IgH) 遺伝子のモノクローナルな再構成あり

B細胞、リンパ芽球性リンパ腫（High）新キール分類 高グレード
B細胞性リンパ芽球性リンパ腫/白血病

Pax5

CD3CD20 CD10

B細胞、リンパ芽球性リンパ腫（High）B細胞性リンパ芽球性リンパ腫/白血病
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B細胞・形質細胞のマーカーと遺伝子再構成

髄外形質細胞腫

形質細胞性腫瘍
ラブラドール、6歳9ヶ月、♂、骨髄

Flame cell（火焔細胞）
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髄外形質細胞腫

退形成性形質細胞腫
犬（F.ブルドッグ、5歳、♂、メインパッドの腫瘤）

IgG

λ-light chain κ-light chain

Plasmacytoma （Aコッカー、11才、指間腫瘤、3rd opinion）
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Plasmacytoma with Amyloid （雑種イヌ、10才、多発性皮膚腫瘤：頸、脇、前肢など）

λ-light chain

原発性マクログロブリン血症で産生されるIgMは高分子量で血漿過粘稠症候群が
はるかに高い頻度で起こり、臨床的に区別する必要がある

形質細胞性腫瘍の病理・臨床診断名

病理診断 臨床診断
血清

M蛋白
Bence 

Jones蛋白
形質細胞の

増殖
全身骨所見

形質細胞性骨髄腫

原発性
マクログロブリン血症

IgM ○
骨髄中の比率

> 10 %
多発性の
骨融解像

多発性骨髄腫
IgG
or
IgA

○
骨髄中の比率

> 10 %
多発性の
骨融解像

孤立性
骨形質細胞腫

○ or × ×
髄内の一か所で

増殖

病変部
一か所の
骨融解像

低悪性形質細胞腫
退形成性形質細胞腫

髄外性形質細胞腫 ○ or × × 髄外腫瘤 ×

骨髄に発生する形質細胞腫は病理診断と臨床診断が異なる

Mott cellが混在するB細胞性リンパ腫
新キール分類 低グレード?

Transmural, Ｍidle size
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その他の腫瘍
肥満細胞腫瘍
ホジキン様リンパ腫
胸腺腫
胸腺癌（悪性胸腺腫）
骨髄脂肪腫
悪性線維性組織球腫

良性リンパ増殖性疾患
濾胞性リンパ性過形成
非定形濾胞性リンパ性過形成

傍皮質性リンパ性過形成
（T-zone hyperplasia)

基本的な濾胞構築（マントル層、胚中心、辺縁帯、および傍皮質領域の構築が
保持された状態で、のいずれかの部位が主に反応性に増殖するもの。

医学領域では、濾胞性リンパ腫との鑑別にbcl-2抗体による免疫染色が利用され、
反応性過形成濾胞では「胚中心陰性、マントル層陽性」となるが、腫瘍性濾胞
は通常bcl-2陽性を示す。 濾胞性リンパ腫ではそのgradeが高くなるにつれて
bcl-2を過剰発現する症例が少なくなる傾向がある。

B細胞・形質細胞のマーカーと遺伝子再構成

動物のB細胞性リンパ腫

1. B細胞性リンパ腫のWHO分類を理解するためには、2次
濾胞をもつリンパ節の正常構築と各部位の細胞形態を知る
ことが重要。

2. 濾胞辺縁帯リンパ腫については組織学的検査に加え、ク
ローナリティ検査、および臨床動向の確認が必要。

3. 濾胞中心細胞性リンパ腫（II～III）は細胞診では高グレード
リンパ腫に分類されるため、最終的な判断には組織検査が
必要。

4. 濾胞過形成と濾胞リンパ腫をより客観的に区別するマー
カーの検討が獣医領域でも必要。

Department of Veterinary Pathology

http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
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T/NK細胞性リンパ腫

Department of Veterinary Pathology

WHO腫瘍分類

前駆T細胞性腫瘍
T細胞性リンパ芽球性白血病／リンパ腫

成熟T細胞／NK細胞性腫瘍
大顆粒リンパ増殖性疾患（LGL）

T細胞性慢性リンパ球性白血病
T細胞性LGLリンパ腫／白血病
NK細胞性慢性リンパ球性白血病
皮膚T細胞性腫瘍
皮膚上皮向性リンパ腫(CEL)

CEL, 菌状息肉腫型
CEL, パジェット型細網症型

皮膚非上皮向性リンパ腫

節外／末梢性T細胞リンパ腫（PTCL）
PTCL, 混合リンパ球型
PTCL, 混合炎症型

成人型T細胞様リンパ腫/白血病
血管免疫芽球性リンパ腫(AILD)
血管向性リンパ腫
血管中心性リンパ腫(LG?)
血管浸潤性リンパ腫

消化管T細胞リンパ腫
退形成性大細胞リンパ腫(ALCL)

Pro B Pre B 

Pro T/NK 

Pre NK 
Pre T 

Stem cell B/T/NK  Stem

Myeloid Stem

遺
伝
子
再
構
成

Pre αβ T
CD4-CD8-

Mature NK 

Bone marrow 

リンパ球NK細胞の分化模式図
（主にT細胞）

CD3- Granzyme B+

Pre γδ T
CD4-CD8-

Epithelial cells 

Pre αβ T
CD4+CD8+

Dendritic cells 

αβ T
CD4+CD8-

αβ T
CD4-CD8+

γδ T CD3+
CD4-CD8-

αβ T cell CD3+
CD4+CD8-

αβ T cell CD3+
CD4-CD8+

Thymic cortex Thymic medulla Peripheral circulation

Helper T cells 

Killer T cells 

Nodal Paracortical (T-zone)  lymphoma （WHO未分類）

CD3

イヌのリンパ節．T-zone 
lymphoma.
PCRとFNAによる細胞診で
low-grade, T cell lymphomaと
診断された。
矢印はMantle zone（一次リ
ンパ濾胞）。

新キール分類 低グレード

http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
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52ライトギムザ染色 X1,000

 核の大きさ < 赤血球直径 x 2

 細胞の大きさ < 好中球

 クロマチン凝集(＋)

 淡明な細胞質：勾玉状, 手鏡状

③ WHO組織分類：節性T領域リンパ腫 (TZL)
典型的な細胞診所見：Small clear cell, 小型淡明細胞型

辻本 元教授 提供

成熟T細胞／NK細胞性腫瘍
大顆粒リンパ増殖性疾患（LGL）

T細胞性慢性リンパ球性白血病
T細胞性LGLリンパ腫／白血病
NK細胞性慢性リンパ球性白血病

イヌのT細胞性LGLリンパ腫／白血病の脾臓スタンプ標本および肝臓組織所見。

新キール分類 未分類

イヌ ネコ

大顆粒リンパ増殖性疾患（LGL）

新キール分類 未分類
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T細胞性肝脾臓リンパ腫

局所におけるT細胞性腫瘍の分類と基本的な増殖パターン

動物のT細胞性皮膚リンパ腫分類

• 皮膚表皮向性リンパ腫
(Cutaneous epitheliotropic lymphoma: CEL) 

CEL, 菌状息肉腫型
mycosis fungoides type (MF)

CEL, パジェット病様細網症型
Pagetoid reticulosis type (PR)

セザリー症候群Sezary syndrome (SS)型
MF亜型：MF＋白血病化

• 皮膚非表皮向性リンパ腫
(Cutaneous non-epitheliotropic lymphoma)

 ヒトの表皮向性リンパ腫（特にMF型）の多くは、αβ型TCR、CD4陽性。
 イヌの表皮向性リンパ腫56例（MF; 39例、PR;16例、SS; 1例）の多くは、

CD8、あるいはγδ型TCRを発現。
 イヌの表皮向性リンパ腫の病態あるいは臨床動向の解明にはγδ型細胞の

皮膚における生理機能の解明が重要と推察。

Veterinary Dermatology, 2009, 20:569–576 

http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
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ヒトのT細胞性皮膚リンパ腫の分類
WHO-EORTC (European Organization for Research and Treatment of Cancer)分類

2005年より抜粋

Mycosis fungoides (MF, 菌状息肉腫 )

MF variants and subtypes

・Folliculotropic MF

・Pagetoid reticulosis

・Granulomatous slack slim

Sezary syndrome

Adult T-cell leukemia/lymphoma

Primary cutaneous CD30+ lymphoproliferative disorders

・Primary cutaneous anaplastic large cell lymphoma

・Lymphomatoid papulosis

Subcutaneous panniculitis-like lymphoma

Exnodal NK/T-cell lymphoma, nasal type

Primary cutaneous peripheral T-cell lymphoma, unspecified

・Primary cutaneous aggressive epidermotropic CD8+ T-cell lymphoma

・Cutaneous γδ-cell lymphoma

・Primary cutaneous CD4+ small/medium-sized pleomorphic T-cell lymphoma

菌状息肉腫型mycosis fungoides type(MF)

新キール分類 低グレード

ポトリエ微小膿胞における腫瘍細胞の巣状増殖病変形成と真皮への浸潤増殖
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新キール分類 低グレード

（低悪性）皮膚リンパ球症

Cutaneous lymphocytosis indolent

• イヌの本病態はAffolterらがその細胞性状や臨床動向を報告
した（Veterinary Dermatology, 2009, 20, 577–585）

• 真皮中層域における比較的成熟したT細胞の均一な帯状ある
いはび漫性増殖を特徴とし、反応性増生/腫瘍性増殖の区別
が困難な病態。

• 本病態は自然退行を示さず、長期経過を示し、一部は高グ
レードリンパ腫へ転化しうる低悪性T細胞性リンパ腫と結論。

• リンパ節の傍皮質（T-zone）リンパ腫と類似した低悪性腫瘍
と考えられるが、現時点ではWHO分類にこれら概念は反映
されていない。

（低悪性）皮膚リンパ球症
Veterinary Dermatology, 2009, 20, 577–585
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Vet Pathol. 48(1):212-222, 2011

Vet Pathol. 48(1):212-222, 
2011

Lymphoma

Feline IBD
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小麦・大麦・ライ麦などに含まれるタンパク質の一種であ
るグルテンに対する免疫反応に起因する自己免疫疾患であ
り遺伝的背景が知られる。日本では発生が少ない。

ヒトのセリアック病（celiac disease）

Department of Veterinary Pathology

EATL type I, is predominantly found in Western countries and is strongly

associated with refractory Celiac disease. In this type, tumor cells are large-

sized cells.

EATL type II, comprises 10% to 20% of all EATL cases. EATL type II is mainly

composed of small to medium-sized cells.

腸症関連T細胞性リンパ腫
Enteropathy-Associated-T cell Lymphoma (EATL)

腸症関連T細胞性リンパ腫(EATL)は節外性T細胞リンパ腫PTCLに属する疾患
である。 EATLは消化管穿孔を契機に診断されることもあり，また難治性であ
るため予後不良とされている。
EATLはCeliac病の合併を特徴とするが，本邦のEATLはCeliac病を伴わない場
合がほとんどであり、WHO分類第４版でType IIの疾患概念が提唱された。

Department of Veterinary Pathology

グリアジンは組織トランスグル
タミナーゼ(tTG)により部分的
に脱アミド化される。

抗tTG抗体、抗グリアジン抗体
の産生

粘
膜
傷
害

GLUTEN

http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
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動物の腸症関連T細胞性リンパ腫(EATL)?

Small cell Large cell

Department of Veterinary Pathology

慢性腸炎とリンパ腫のCD3免疫染色

慢性腸炎 リンパ腫
（小細胞性）

リンパ腫
（大細胞性）

成熟T細胞／NK細胞性腫瘍
節外／末梢性T細胞リンパ腫（PTCL）

PTCL, 混合リンパ球型
PTCL, 混合炎症型

リンパ節外に発生するT細胞性リンパ腫で、B細胞や形質細胞が混合するもの
と主に好中球や好酸球等の顆粒球系細胞が混在するものに分類される。

イヌ（シーズ、11歳、♂）の重度の好酸球浸潤をともなうT細胞性リンパ腫。PTCL

新キール分類 低グレード

ヒト：アグレッシブ Transmural, Small to Ｍidle size

http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/
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血管向性リンパ腫
血管中心性リンパ腫(LG?)
血管浸潤性リンパ腫

血管向性リンパ腫は主に中小動脈
壁内あるいは周囲で浸潤増殖を示
す型のＴ細胞性リンパ腫。血管周
囲に増殖するものを血管中心性、
血管壁に浸潤を示すものを、血管
浸潤性リンパ腫として区別する。
Lymhomatoid granulomatosis
として分類されるリンパ腫でもこ
の所見が特徴的にみとめられるが、
ヒトではB細胞性腫瘍と考えられ
ている。
ヒトの末梢性T細胞腫瘍でも、血
管病変を伴うことが知られている
が、これらの所見はvascular 
involvementと表現される。

写真はイヌの腹壁にみとめられた
血管浸潤性リンパ腫のHE所見と
CD3免疫染色。 CD3

新キール分類 未分類

Angioinvasive lymphoma （11yrs, American shorthair cat, vomiting,  jejunum wall thickening）
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インドレント リンパ腫/白血病
（B 細胞）
慢性リンパ性白血病/ 小リンパ球性リンパ腫
リンパ形質細胞性リンパ腫
脾辺縁帯リンパ腫
有毛細胞性白血病
MALT リンパ腫
節性辺縁帯リンパ腫
濾胞性リンパ腫（Grade 1, 2）
（T 細胞/NK細胞）
T 細胞大顆粒リンパ球性リンパ腫/白血病
成人T 細胞白血病/リンパ腫（くすぶり型）
菌状息肉症/セザリー症候群

中等度アグレッシブ リンパ腫/白血病
（B 細胞）
B 細胞前リンパ球性白血病
マントル細胞リンパ腫
濾胞性リンパ腫（Grade 3）
（T 細胞/NK細胞）
T 細胞前リンパ球性白血病
成人T 細胞白血病/リンパ腫（慢性型）
節外性鼻型NK/T 細胞リンパ腫
（※血管中心性リンパ腫）
血管免疫芽球性T 細胞リンパ腫

アグレッシブ リンパ腫
（B 細胞）
びまん性大細胞型B 細胞リンパ腫
（T 細胞/NK細胞）
末梢性T 細胞リンパ腫，非特定型
腸管症関連T 細胞リンパ腫
未分化大細胞リンパ腫
肝脾T 細胞リンパ腫

高度アグレッシブリンパ腫/白血病
（B 細胞）
B 細胞リンパ芽球性白血病/リンパ腫
バーキットリンパ腫/白血病
（T 細胞/NK細胞）
T 細胞リンパ芽球性白血病/リンパ腫
ATL白血病/リンパ腫（急性型，リンパ腫型）
芽球性NK 細胞リンパ腫
アグレッシブNK 細胞白血病

臨床動向を反映した基本的なヒトのリンパ腫のWHO分類

日本血液学会 造血器腫瘍診療ガイド
ラインより抜粋・一部改変

犬(ヨーキー)､７歳､♂

塗抹（ギムザ）
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CD3 CD20

Granzyme B CD56

リンパ腫病変の免疫染色

CD34 CD117(c-kit) CD56 Granzyme B
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高グレードリンパ腫・T細胞性退形成性大細胞リンパ腫(ALCL)の所見

固有層を置換するように異常リンパ
球がび漫性に増殖。

腫瘍細胞は大型で異型性を有し、核分裂像
も多数。

(消化管)T細胞性大細胞性リンパ腫

新キール分類 高グレード

退形成性大細胞リンパ腫(ALCL)
高い細胞異型性・多形性を示す退形成の著明なT細胞リンパ腫。下図は皮下組織、
リンパ節、脊髄硬膜への浸潤を示したイヌのT細胞性リンパ腫。著明な細胞の多形
性を示す腫瘍で、大型リンパ球の増殖も見られる。

新キール分類 高グレード

血管免疫芽球性immunoblasticリンパ腫(AILD)

全身リンパ節の腫大を伴うT細胞性リンパ腫で、組織学的に著明な血管新生や細網線維
増殖を伴うリンパ腫と定義される。

バセット・ハウンドの血管免疫芽球性リンパ腫。細網線維増殖が著明。
原図：いずれも動物腫瘍WHO分類（AFIP出版）

CD3

新キール分類 高グレード
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Adult T-cell-like lymphoma/leukemia

成人型T細胞様リンパ腫/白血病

定義：長期間レトロウィルスに感染した成体に主に発生するリンパ腫/白血病。
BLVに関連したウシのリンパ腫は、B細胞性であるが、いくつかの点でヒトの
ATLに類似する。

-レトロウィルスに関連したT細胞性リンパ腫群。花形や脳回様の核異型所見など
がみられる。

成人T細胞性白血病/リンパ腫 (ATL: adult T-cell leukemia/lymphoma)

• レトロウィルスに属するヒトT細胞性白血病ウィルス-1(HTLV-1)感染を原因とする

T細胞由来の腫瘍。母乳を介しても感染する。

• 日本では九州と四国、アフリカ中央部、カリブ海などで流行。

イヌのT細胞性リンパ腫にみられたATL様の異型細胞

新キール分類 未分類

T cell leukemia (Lymphoblastic) 
イヌの（急性）T細胞性白血病。末梢血中に淡明な細胞質豊富なリンパ芽球様細胞が増
加し、脾臓や肝臓類洞で同細胞が増殖。細胞膜上にCD3陽性像が確認されるものが多
く、T細胞性リンパ球の白血病と判断された。

前駆T細胞性腫瘍
T細胞性リンパ芽球性白血病／リンパ腫

新キール分類 高グレード

T Cell lineage markers by  DakoCyotmation, CO, LTD
BioMedical Science Department

TdT (terminal deoxynucleotidyl transferase）DNA合成酵素の一種
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動物のT/NK細胞性リンパ腫

1. T細胞性リンパ腫のうち、節性のT-zone リンパ腫は、
low gradeの低悪性腫瘍として報告され定着している。

2. 上皮向性を示すリンパ腫は、MALTリンパ腫を除けば、
ほぼT/NK細胞性に分類されるため、非常に重要な所見。

3. 血管壁浸潤病変はT細胞性腫瘍に良く認められる所見で
はあるが、大細胞Bリンパ腫の一部にも認められるので
過度の評価は危険。

4. T細胞性腫瘍に成熟B細胞や顆粒球が混在するものがあ
るため、炎症との鑑別の際に考慮することが必要。

5. Ｔ細胞／NK細胞腫瘍はその細胞型により、臨床動態が
変化する可能性があり、動物での分類法の確立が必要。

Department of Veterinary Pathology

http://www.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/

